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研究成果の概要（和文）：現在、法務省による債権法(民法第 3 編)の改正が進行中である。ただ、

民法典の途中から改正作業を開始し、順次改正をしていくと、改正民法典に枝番号条文や空白

条文が出現し、民法典の構成がいびつになる。また、法務省の改正提案は、欧米の民法と日本

民法を同化させようとする比較法的関心によるものであるが、国民の生活を規律する民法は、

日本社会の需要にあわせた改正を行う必要がある。そこで、法務省とは別に、国民各層の声を

聞いたうえで、民法改正提案を行った。

研究成果の概要（英文）：Presently, the Department of Justice tries to amend Japanese Civil
Code. However, it has started amendment from the book Ⅲof the Civil Code. As a result,
the amended Civil Code of Japan will lose strait numbering of provisions. In addition, the
Department of Justice tries to amend Japanese Civil Code in order to follow amendments
in the West, neglecting social needs of Japan. Thus, the study group has made public a
Proposal Amendment of Civil Code of Japan: BookⅠ-Ⅲ based on various voices of
people of Japan. Our proposal is quite different from that of the Department of
Justice.
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１．研究開始当初の背景
本研究課題の申請時には、近い将来、民法改
正が行われることが予測されていたため、本
研究を開始した。

２．研究の目的
民法の財産法部分についての、全面改正条文

案を学界及び社会に対して提示すること。

３．研究の方法
研究会メンバーが、まず第 1 次改正条文案を
提示し、その後、日本私法学会のシンポジウ
ムにおいて第 1次改正条文案を提示して検討
を求め、その後に、日本私法学会での意見を
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取り入れた第 2 次改正条文案を公表する。こ
の第 2 次改正条文案につき、全国民的な検討
を経て――数多くの学界フォーラムでの検
討、1 年近くにわたる市民派弁護士グループ、
企業弁護士グループによる逐条的な改正条
文案の検討、各地の弁護士会、日本司法書士
会、経団連、経済同友会、いくつかの企業法
務、連合、消費者団体等との検討、若干の裁
判官との討論、民法以外の法学者とのシンポ
ジウム等を経て――第 3次改正条文案を公表
する。

４．研究成果
第 1 次改正条文案：第 72 回日本私法学会シ
ンポジウム資料 民法改正研究会・仮案 第
1 分冊：総則・物権、第 2分冊：債権法

第 2次改正条文案：日本民法典財産法改正試
案 判例タイムズ 1281 号

第 3次改正条文案：民法改正 国民・法曹・
学界有志案 法律時報増刊 2009 年 11 月
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